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編集後記 

 

▶学術誌「作業療法」の誌面を通じたうれしい再会を経験することがある．養成課程で出会った彼らが，

就職した先で良き先輩を得て臨床・研究を実践し，その成果を発表する場として学術誌「作業療法」を

選んでくれたのだと思うと，深い感慨を覚えた．養成教育にかかわるものとして「科学者マインドを持

った作業療法士を育てる」という自覚を改めるとともに，学術誌の編集・査読にかかわるものとして

「選ばれる学術誌を創る」という使命感・責任感を深めた．こういう経験を通して，私の日々の業務が

“meaningful occupations”になってゆくのだなあと感じ，日々の業務をひとつひとつ大切にやってい

きたいと思った．                                  （E・M） 

 

▶ 12 月に入り，いよいよ冬本番の寒さが身に染みる季節となりました．皆様いかがお過ごしでしょう

か．心身ともに縮こまりがちな時季ですが，今号も作業療法の熱い取り組みが盛りだくさんのようで

す．本号では，脳卒中患者の主観的回復感の発展プロセスや精神科デイケアにおけるフレイル予防プ

ログラムの有効性，さらにはがん患者に対する支援の実態など，多角的なテーマが連なっています．

2025 年は，理学療法士及び作業療法士法が制定されてからちょうど還暦という記念すべき年です．こ

の節目に，WFOT が更新した作業療法の定義には，“meaningful occupations”（意味のある作業）と

いう言葉が盛り込まれました．作業療法が扱う「作業」とは，私たちが生活に関わる活動すべてを指し

ます．この「意味のある作業」を深く捉えるには，クライエントの主観的な「意味」だけでなく，社会

的・倫理的な「意義」という次元を重ねることが大切ですね．厳しい寒さの中，私たちは「作業」を通

して，人々の人生に希望と豊かさという暖かな火を灯し続けるべく，挑戦を続けなくてはなりません

ね．次号もご期待ください．                             （T・S） 


